
第1章 研究の基本的な考え方

1 研究のねらい

いじめ問題は， 現代の社会や文化の複雑な問題の縮図であり， その解決のためには学校

の内と外の問題を構造的にとらえる必要がある。先行研究やこれまでの事例からの提言を

踏まえて， rいじめJの構造を新しし咋見長から究明し いじめ解決の方策を探り， 生涯学

習社会の実現に向けて， 学校. 家庭， 地域社会及び行政機関等への提言をする。

2 問題のとらえ方

いじめ問題を現象面でとらえるのではなく， 人権を尊重する真の人間教育が学校教育の

中に十分に浸透していない現状があるとの認識に立ち， 学校の存在の原点、を聞い， すべて

の子供の学習する権利を保障し 安定した学校生活を送ることができるようにする。

3 研究推進のための手法

先行研究及び事例の分析を深め， 子供や教師の悩みを共有することから打開策を探究す

るとともに， いじめ根絶のための学校の運営組織を確立する道筋を明らかにする。

4 研究の全体組織

本研究を全所的に取組むため， 次に示すような研究体制を採った。

.-- .--ーーーーー 課題 相談部 調査委員会

研 r--ーー いじめの構造の解明 トー 幼児教育研究部 トー(肢， 傾，蛤)

究 都立多摩教育研究所

特 推

男11 進

研 統 課題 調査普及部 調査委員会

咽プh14 ト一一 括 いじめ問題と教育行政 トー 経営研究部 トー (綴，瀕，繍，

委 教科研究部 指導主事)

員 導

三� 主

事 課題 経営研究部 調査委員会

会 」一一一 トー 教科研究部 ドー (骸，園長， 教頭，
』一ーー '---ー いじめ解決の方策 科学研究部 掛)

都立多摩教育研究所
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-いじめ問題の概況と背景，

基本認識の推移
-判決文から抽出される学校

教育の課題

-連携・協力の活性化と教育
行政の果たす役割

-いじめ問題の解決に向けた

教育行政の課題 等

i 
言下、じめ根絶に欠かせない家庭， 地域社会， 行政の役割と学校|

5 研 究の構造図

「 いじめの構造の解明 「
I 1 いじめの心理と構造に関 l
| する先行研究の分析と考察 i
I 2 いじめの心理と構造 l 

文 献 研 究 r I 調

-いじめに関する先行文献の

分析と考察
・国内外のいじめに関する文

献の分析と考察
-子供の発達に視点、を当て，

いじめに関連したと思われ

る内容の文献の分析と考察

-都立教育研究所の「いじめ

ーいじめられの心理と構造
に関する基礎的研究J

-各種通知文が提起した内容
の検討と考察

・いじめに関する裁判記録の

分析

-いじめに関する先行文献の

分析と考察， 正義感に関す
る文献の分析と考察

-教育課程届の分析一正義感

の育成の位置付けについて

.中野富士見中学校東京高等
裁判所二審判決文の分析

-いじめの態様
・いじめの発生及びエスカレ

ートの要因
・いじめにかかわる子供と教

師の意識
・いじめにかかわる学校・学

級の人間関係
・いじめの類型と心理 等

H 

いじめ問題と教育行政 一

1 各種通知文等に見るいじ

め問題解決の方策
2 いじめ訴訟の判例が提起
.する学校教育の課題

3 いじめ問題の解決に向け

た教育行政の役割と課題

1 
査 研 '*' :tt. 事 例 研 ，曲，

n. 

「いじめ問題Jに関する意

識調査:児童・生徒・教職
員・保護者のいじめに関す

る考え方や見方等の把握
・いじめの心理と構造を明ら

かにするための意識調査:
いじめの心理と構造を子供

同士の関係の中から把握
・いじめ問題にかかわる指導

取組みの調査:いじめ問題
にかかわる教師の指導経験

や解決に向けた方策等の把

握
・いじめのサインの認知に関

する調査:いじめのサイン
の読み取り

・いじめ問題と学習指導にか
かわる意識調査:いじめ問
題を防止する学習指導や生
命尊重， いじめについての

意識の把握

-実地調査:報道されたいじ
め事件の該当地場への資料
収集及び聞き取り調査

1 

(共通事例としたもの)

-東京都中野区立中野富士見
中学校の事例の分析

-愛知県西尾市立東部中学校
の事例の分析

-非行傾向のある児童が学級
を越えて集団化し， 仲間以
外の児童をいじめた都内公

立小学校の事例の分析

..一人の生徒が長期にわたっ

て排斥され続けた都内公立
中学校の事例の分析

-非行傾向のある生徒たちが
数人に対して暴行や金品の
強要をした都内公立中学校
の事例の分析

(一部を参考としたもの)

-山形県新庄市立明倫中学校
の事例の分析

El」

「，|
-校長のリーダーシップ

.学校の指導体制の確立
・いじめのサインの発見方法
.危機管理の基本的な考え方

.地域の教育力の活性化
-学習指導， 学級経営， 生活

指導の充実， 人間関係づ(�
・正義感の育成 等
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6 報告書を読むに当たって

(1) いじめの定義について

本研究のいじめの定義は. r同一集団内で単独文は複数の成員が， 人間関係の中で弱い立場

に立たされた成員に対して， 身体的暴力や危害を加えたり， 心理的な苦痛や圧力を感じさせた

りすること」とした。

(2) 事例研究について

本研究を進めるに当たって， 東京都中野区立中野富士見中学校(事例1 )と愛知県西尾市立

東部中学校(事例11)は， 研究推進上の視点を見出すために活用した。 また， 研究の仮説を検

証するために 3 事例(事例111_， V) を活用した。報告書の文中に， 事例I・・・事例Vと示し

た記述がある。 それは， 以下のことを指している。

・ 「事例I J :東京都中野区立中野富士見中学校

く参考資料〉①「葬式ごっこJ朝日新聞社会部編

②「葬式ごっこ一八年後の証言」豊田 充著

③東京高等裁判所二審判決文

・ 「事例11 J :愛知県西尾市立東部中学校

く参考資料〉①学校が公表した「行動記録」

②総力取材「いじめ事件」毎日新聞社会部編

③「清輝君がのこしてくれたものJ中日新聞本社社会部編

④朝日新聞及び中日新聞

・ 「事例111 J :都内公立小学校

く概 要〉非行傾向のある児童たちが， 学級を越えて集団化し 自分たちの仲間集団

以外の児童をいじめた。

「事例IVJ :都内公立中学校

く概 要〉一人の生徒が， 長期にわたって学級全体あるいは学年にまたがる大きな集

団から排斥され， 孤立させられて抵抗できなくなった。

・ 「事例VJ :都内公立中学校

く概 要〉非行傾向のある生徒たちが， 自分たちの仲間である力の弱い数人の生徒に

暴行， 金品の強要を追ったため， 数人の生徒が不登校や家出をすることに

なった。

本報告書の中では， この他にいじめの構造をとらえるための事例やいじめの解決の方策を探

るための実践事例等を収集し 研究課題に追っている。

(3)調査研究について

本研究を進めるに当たって， いじめにかかわる各種の調査を実施した。 調査の主なものは，

下記のとおりであり， 本文中に調査A. 調査B • .・との記載は， 以下に示した調査を指して

いる。 ここに記した以外にも， 学校の管理職. 教師， 教育委員会の指導主事等を対象に聞き取

り調査を実施している。

. r調査AJ : rいじめ問題Jに関する意識調査

く趣 旨〉児童・生徒， 教職員， 保護者のいじめに関する考え方や見方等の意識の状

況を把握するための質問紙調査
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く対 象〉東京都の公立小学校， 中学校， 高等学校， 盲・ろう・養護学校の児童・生

徒， 教職員， 保護者(小学校， 小学部の児童は. 5. 6年生を対象)

〈回収数〉児童・生徒1.781人， 教職員461人， 保護者 1.5 34 人

く時 期〉平成7年6月中旬~平成7年7月中旬

「調査B J : いじめの心理と構造を明らかにするための意識調査

く趣 旨〉いじめの心理と構造を子供同士の人間関係の中で明らかにするための質問

紙調査(個別の聞き取り調査のための基礎資料〉

く対 象〉東京都の公立幼稚園. 小学校. 中学校の幼児・児童・生徒及び教師

く回収数〉幼児・児童・生徒 2.602人， 教師123 人

く時 期〉平成7年6月~平成7年7月

・ 「調査CJ :いじめ問題にかかわる指導， 取組みの調査

く趣 旨〉いじめ問題にかかわる教師の指導経験や学校の相談・指導体制， 解決のた

めの学校聞の連携. 地域とのネットワーク， 正義感の育成についての意識

を把握するための質問紙調査

く対 象〉東京都の公立幼稚園， 小学校， 中学校， 高等学校の教師

く回収数〉教師455 人

く時 期〉平成7年6月~平成7年7月

・ 「調査DJ :いじめのサインの認知に関する調査

く趣 旨〉いじめのサインの読み取りに関して事例研究で得られた知見を補強するた

めの質問紙調査

く対 象〉東京都の公立幼稚園， 小学校， 中学校の教師

〈回収数〉教師8 2人

く時 期〉平成7年7月

「調査E J : �、じめ問題と学習指導にかかわる意識調査

く趣 旨〉いじめ問題を防止するための学習指導にかかわって， 生命尊重の意識， 授

業についての意識， いじめについての意識の実態を把握するための質問紙

調査

く対 象〉東京都の公立小学校， 中学校の児童・生徒及び教師(小学校児童は. 4，._. 

6年生対象)

く回収数〉児童・生徒1. 957人， 教師 100人

〈時 期〉平成7年7月

(4) 表記について

-区市名は. 本報告書全体を通して統一し. A. B. C ・・・で表した。

・学校名は， 各節ごとに統一して表記した。

・児童・生徒名は， 同一事例内で統一して表記した。

-文献等からの引用部分は. r Jで示し 各節ごとに(在1)(注2)・・・で示した。 各

節の最後に引用文献等の一覧を載せた。

-参考文献は， 巻末にまとめて載せた。
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